
八ッ場ダム住民訴訟8周年集会が１２／９開催されます
終了いたしました。ありがとうございました。
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八ッ場ダム住民訴訟8周年集会(PDF)

全国一斉生活保護ホットラインが11月28日に開催されます
終了いたしました。ありがとうございました。

 

全国一斉生活保護ホットラインが11月28日(水)に開催されます。

 

●日本弁護士連合会H.P　イベント　2012年より

http://www.nichibenren.or.jp/event/year/2012/121128.html

 

 

生活保護に対する昨今の「バッシング報道」は、生活保護を受給中の方が、
いわれのない偏見に苦しむ原因となり、また、あらたに生活保護を申請しようとする方に
とっての大きな障害となっています。
また、生活保護基準が引き下げられかねない近時の政治情勢は、生活保護を受給中の方にとって
不安の種となっています。

 

こうした動向の背景には、「濫給」（不正受給）問題ばかりが取り上げられる現状がありますが、

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2012/11/やんば８周年チラシ...pdf
https://saitamasogo.jp/archives/31464
http://www.nichibenren.or.jp/event/year/2012/121128.html


未だに窓口での違法な「水際作戦」はなくなっておらず、「漏給」の方がはるかに深刻な問題です。

 

このような状況に鑑み、生活保護を中心とした各種のセーフティネット制度の利用に関して
適切な助言を行うこと、及び、生活保護の申請同行など必要な法的支援を提供するための
きっかけをつくること、また生活保護を現に利用している方や申請を検討している方の
深刻な実態、不安、悩みを明らかにするためにホットラインを実施することといたしました。

 

全国の弁護士会において２０１２年１１月２８日（水）を中心とした日程で、

全国統一フリーダイヤル　【０１２０－１５８－７９４(ひんこんはなくす)】

にて実施いたします。お気軽にお電話ください。
 

 
全国一斉生活保護ホットライン（フリーダイヤル）

実施日時 　 　　　　　　２０１２年１１月２８日（水）１０時～２２時
全国統一フリーダイヤル 　　０１２０－１５８－７９４（ひんこんはなくす）

※フリーダイヤルにおかけいただきますと、お近くの弁護士会につながります。
なお、上記時間内は、話中時でも他の地域の弁護士会につながるように設定されています。
※弁護士会によっては、独自の開催日程や直通番号を設けておりますので、
必ず添付の「実施案内」をご確認のうえ、おかけください。

 

※回線混雑等の事情によりつながりにくい場合もございますのであらかじめご了承ください。
また、上記フリーダイヤルを始め、各地のホットライン専用電話番号は、
実施日時以外はご利用になれませんので、ご注意ください。

問い合わせ先
１　日本弁護士連合会人権部人権第一課
ＴＥＬ：０３－３５８０－９５００／ＦＡＸ：０３－３５８０－２８９６
２　各地の実施内容につきましては、「実施案内」をご参照の上、各弁護士会にお問い合わせください。

 



生活保護ホットラインちらし(PDF)

ホットライン実施案内

 

 

 

日本弁護士連合会主催のシンポジウムが11月6日に開催されま
す
終了いたしました。ありがとうございました。

 
【日本弁護士連合会】主催のシンポジウムが11月6日に開催されます。

 

●日本弁護士連合会H.P　イベント　2012年より

http://www.nichibenren.or.jp/event/year/2012/121106_2.html

シンポジウム
「９９％を貧困にする政治～生活保護基準引下げで人々の暮らしは良くなるのか？～」

政府が本年８月１７日に閣議決定した平成２５年度予算の概算要求基準は、
予算圧縮のために社会保障分野も聖域視せず、生活保護の見直しに取り組むとしており、
本年末にかけての来年度予算編成過程において、国が生活保護基準の引下げを
行おうとすることが必至の情勢にあります。

しかし、生活保護基準は、憲法２５条の生存権保障を底支えする基準であり、

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2012/11/生活保護ホットラインちらし.pdf
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2012/11/ホットライン実施案内.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/31449
https://saitamasogo.jp/archives/31449
http://www.nichibenren.or.jp/event/year/2012/121106_2.html


最低賃金や地方税の非課税基準、介護保険の保険料等の減額基準、
就学援助の給付対象基準など多様な施策に連動しています。
生活保護基準の引下げは、現に生活保護を利用している人だけでなく、
市民生活全体に大きな影響を与えるのです。
そもそも、生活保護制度を叩くことで、今、日本が抱えている問題を解決することができるのか？

本当に必要な施策はどのようなものなのか？

皆さんとともに考えたいと思います。是非多数ご参集ください。

日時    ２０１２年１１月６日（火）１８時～２０時３０分
場所    星陵会館 （東京都千代田区永田町２－１６－２）
参加費等  　事前申込不要、入場料無料

当日以下のＵＲＬでU-stream配信を行います。
※URL　 http://www.ustream.tv/channel/nichibenren20121106 

内容 （予定）   
◆講演
１．「生活保護制度改革をめぐる動きと生活保護基準引き下げが市民生活に及ぼす影響」
木下秀雄氏（大阪市立大学法学研究科教授（社会保障法専攻））
【プロフィール】
社会保障法専攻、ドイツとの比較で日本の生活保護法、介護保険法の研究をしている。２．「生活保護を叩いて得をするのは誰か」
和田秀樹氏（国際医療福祉大学大学院教授（臨床心理専攻）・精神科医）
【プロフィール】
東京大学医学部付属病院精神神経科助手、米国カール・メニンガー精神医学学校国際フェローを経て現職。著書は、『競争力』『テレビの
金持ち目線―「生活保護」を叩いて得をするのは誰か―』（ともにベスト新書）など多数。オフィシャルブログ「テレビで言えないホント
の話」
◆生活保護利用者の声

◆日弁連からの行動提起

主催  　　  日本弁護士連合会
問合せ先        日本弁護士連合会人権部人権第一課
ＴＥＬ：０３－３５８０-９４８３／ＦＡＸ：０３－３５８０－２８９６

シンポジウム(PDF)

http://www.ustream.tv/channel/nichibenren20121106
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2012/11/event_121106_2.pdf


茶のしずく被害　埼玉から８人で第二次提訴しました
当事務所の竹内和正弁護士が事務局長を務める
【茶のしずく石けん被害対策埼玉弁護団】が
製造元会社の悠香など３社に対して、別途８名の原告で損害賠償を求める訴訟を起こしました。

埼玉県内で被害に遭われた方のご相談・お問い合わせは
当事務所（048-862-0800）までご連絡下さい。

日弁連より生活保護実態パンフが発行されました
　

 

日弁連（日本弁護士連合会）にて
生活保護の実態Ｑ＆Ａパンフレットが
発行されました。

 

 

https://saitamasogo.jp/archives/31137
https://saitamasogo.jp/archives/27865
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2012/08/生活保護制度QA.jpg


現在、生活保護制度について
不正受給のイメージが拡がり、
本当に生活保護が必要な方が
申請をためらうという事態が起きているのが現状です。

 

きちんと現状を知った上で
必要な方にはためらう事なく
生活保護制度を利用していただきたい、
という思いで、作られたパンフレットです。

 

是非、ご一読ください。

 

パンフレットは→こちら

生活保護制度(PDF)Q&A

 

 

 

6/19　震災支援こころのケアについて朝日新聞に掲載されま
した
 

◆ 昨日、朝日新聞にて次のように報道されました。

　　ストレス　心のケア急務

http://bit.ly/OHrAKJ
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2012/08/生活保護制度QA.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/22684
https://saitamasogo.jp/archives/22684
http://mytown.asahi.com/saitama/news.php?k_id=11000591206190001


 

当事務所の猪股正弁護士が代表を務める
【震災支援ネットワーク埼玉】による県内避難者へのアンケート結果も
掲載されています（一部抜粋）。
 
 
■県内避難者へのアンケート結果
（ＳＳＮが実施。４月まで到着した４８３人分を集計）
 
 
【経済面】
・生活費に心配がある……６５．６％
（主な理由）失業……３４．４％、廃業……８．５％
・ローンを抱えている……３０％
・貯蓄がない……２５．９％
＊震災前平均月収３２．１万円→震災後平均月収１４．７万円

 
 
【震災前と現在の仕事】（複数回答）
・農業１４．９％→０．６％
・自営業１２．８％→０．８％
・会社員３１．９％→１３％
・無職２０．１％→６１．７％

 
 
【住居】
・現在の住居に落ち着くまでの滞在場所→平均４カ所
・借り上げ制度利用……４２．９％、自分で支払い……１３．５％
・入居期限で心配がある……６１．４％

 
 
【家族】
・家族がそろって生活していない……５１．７％
（主な理由）別の場所に避難……４２．９％、他県で仕事……２７．９％

 



 
【故郷】
・福島県にのべ３０年以上住んでいた……７７．２％
・地元に、絶対に帰りたい、帰りたい……４１．４％
・帰れないかもしれない……７４．７％

 
 
 

詳細は朝日新聞６月１９日号をご覧ください。
 
 
 
 

120619震災支援こころのケア（朝日新聞）(PDF)
 
 

6/16『働く者の過労・パワハラ・自殺１１０番』全国一斉電
話相談実施します
終了いたしました。ありがとうございました。

 
長時間労働や業務過重，パワハラなどでの過労死・過労自殺， その他労働災害での
負傷などについて，労災事件の経験豊かな当事務所の弁護士を含む埼玉の弁護士が，
無料で電話相談に応じます。

また，必要に応じて後日面談をおこない，労災申請や訴訟について代理人をお引き受けいたします。
お気軽にお電話ください。

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2012/06/120619震災支援こころのケア（朝日新聞）1.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/21944
https://saitamasogo.jp/archives/21944


 

 

開催日時　：　平成２４年６月１６日（土）　午前１０時～午後３時まで

電話番号　：　０４８－８６４－２０３１（相談無料）

 

 ＊埼玉総合法律事務所では，随時過労死や過労自殺，その他労災事故について
　多数の経験をもつ弁護士がそろっていますので，随時事務所の定例法律相談にもお越しください。

生活相談【対応】講座　第5回　－労災関係の法律相談－
終了いたしました。ありがとうございました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://saitamasogo.jp/archives/18302
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2012/05/生活相談「対応」講座5回1.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活相談「対応」講座・第5回

[終了]生活相談【対応】講座　第6回　日程変更いたしました
終了いたしました。ありがとうございました。

生活相談【対応】講座　第6回が平成24年7月27日(金)に予定されていましたが
下記日程と変更となりましたのでお知らせいたします。

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2012/05/生活相談「対応」講座・第5回.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/18169


　　　日時：平成24年7月13日(金)
　　　　　　　午後6時～8時　　　

　　　場所：当事務所・3F会議室

　　　講師：弁護士　佐渡島　啓

　　テーマ：交通事故関係

　　参加費：無料

 

多数のご参加をお待ちしております。

埼玉県内に避難中の福島の方へのアンケート結果について
 
 

震災支援ネットワーク埼玉では、制度の改善や支援の充実につなげるため、
埼玉県内に避難中の福島の方1658世帯にアンケートを行い、これまでに約500世帯の方から
回答をいただきました。

４月２１日のシンポジウムでは、先着の１００通の回答について、早稲田大学の辻内琢也准教授より、  速報として、集計結果が報告され
ました。

今後、全体の集計が終わるのは、６月上旬ころの予定です。
この段階では、

・　生活費に心配あり　６割
・　３割近くがローンあり
・　８割が体調に心配あり、５割が持病あり。
・　約３割が放射線被曝がものすごく心配
・　悩みや困ったことを誰にも相談できていない人が３割
・　ＰＴＳＤの可能性があり通院が推奨されるレベルの人が７割

https://saitamasogo.jp/archives/18005


等の深刻な結果が出ています。

また、自由回答欄には、多くの方がこころを振り絞って思いや要望を記載されています。

詳細は、報告書をご覧ください。

 

◆ ５月５日、東京新聞にて次のように報道されました。

http://www.tokyo-np.co.jp/article/saitama/20120505/CK201205050
2000092.html

 

【埼玉】
７割　ＰＴＳＤ可能性　県内避難の被災者
2012年5月5日

東京電力福島第一原発事故で、県内に避難している福島県の被災者を対象に、県内の弁護士や支援団体でつくる  「震災支援ネットワーク
埼玉」（ＳＳＮ）が、生活環境や健康状態を調べるアンケートを実施した。

速報値では、有効回答者の約７割に心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）の可能性があり、
ＳＳＮ代表の猪股正弁護士は「行政と民間が知恵を出し合って解決に乗り出すべきだ」と訴えた。
（増田紗苗）

アンケートはＳＳＮのメンバーが作成し、早稲田大学人間科学学術院の辻内琢也准教授らが解析。
三～四月、福島県八市町村から埼玉県内に避難中の１６５８世帯に郵送し、４８３世帯（２９・１％）から回答があった。
うち先着した南相馬、浪江、大熊各市町の１００世帯分の回答を速報値としてまとめ、ＳＳＮや被災者団体、  行政などの関係機関がさい
たま市で先月開いた「埼玉県震災対策連絡協議会」で発表した。

有効回答７５件のうち５１件で、ＰＴＳＤの可能性があるとされる数値を大きく上回った。
心療内科の専門医でもある辻内准教授は「速報値ではあるが、ここまで高い数字が出て驚いている。
症状を見逃さないように、注意してケアしないといけない」と指摘した。

悩みについては、３０％が「誰にも相談できていない」と回答。相談相手がいても相談機関などではなく身近な人が多い。

生活費については、６１％が「心配がある」と回答。２４％は貯蓄がなかった。
回答者の六割以上が無職で、農業や自営業者のほとんどが廃業していた。

残りの回答は今後集計し、被災者の生活環境とＰＴＳＤの関係などを詳細に分析する方針。

http://www.tokyo-np.co.jp/article/saitama/20120505/CK2012050502000092.html
http://www.tokyo-np.co.jp/article/saitama/20120505/CK2012050502000092.html


辻内准教授は「すべての結果が出るのを待っていては支援が遅れてしまう。
今回明らかになった被災者の現状を真摯（しんし）に受け止め、対策を練っていきたい」と語った。

 

 
アンケート調査集計結果報告書(PDF)

 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2012/05/SSN埼玉県震災避難アンケート調査集計結果報告書（速報）20120424版.pdf

